
スケトウダラの資源評価に関する研究機関会議 

 

9 月 18～30 日（予定）：メール会議 

9 月 30 日 13:30～：ネットワーク会議 

 

議 題 

１．開催趣旨の説明 

２．「資源管理方針に関する検討会」からの依頼事項に対する検討 

(1) スケトウダラ太平洋系群  

１．資源状態の説明について、最新の資源評価結果を反映するとともに、管理基準

値案や禁漁水準案、漁獲管理規則案、および将来予測結果について、最新の資

源評価結果に基づく諸数値に単純更新する。 

３．スケトウダラ太平洋系群について、2031 年漁期に親魚量が目標管理基準値を

上回る確率が 50%となる具体的な安全係数βの数値を試算する。 

４．水産庁と道漁連で方法を検討した上で、繰越の方法（当初 TAC の何％まで繰

越可能か等）に対する試算・評価を行う 

(2) スケトウダラ日本海北部系群 

１．資源状態の説明について、最新の資源評価結果を反映するとともに、管理基準

値案や禁漁水準案、漁獲管理規則案、および将来予測結果について、最新の資

源評価結果に基づく諸数値に単純更新する。 

２．スケトウダラ日本海北部系群について、2021 年漁期から 5 年間の漁獲を 7,000

トン、8,000 トン、9,000 トン、10,000 トンとして固定し、βを 0～1.0 の範囲

で 0.1 単位として年別の各管理基準値案を上回る確率の試算を行う。 

４．水産庁と道漁連で方法を検討した上で、繰越の方法（当初 TAC の何％まで繰

越可能か等）に対する試算・評価を行う 

 

３．その他 


